
令和６年度今宮工科高等学校 

第１回 学校運営協議会（定時制部会）（議事録） 

  日  時  令和６年６月18日（火）午後５時～午後７時 

  会  場  大阪府立今宮工科高等学校 視聴覚教室 

  出席委員  ６名 

  事務局等  ６名 

 

１  准校長あいさつ 

  （准校長） 

  ・本年度、全日制創立110周年となり、定時制と合わせて周年記念行事を11月に開催します。 

  ・定時制の新入学生は、昨年度まで一桁が数年続いていましたが、本年度は20名の新入学生を

迎えることができました。 

２ 実施要項の確認 

  （事務局） 

  ・本年度、定時制部会の委員に新たに３名の方をお迎えすることなりました。 

  ・実施要項にはお名前をまだ入れていませんが、『令和６年度 今宮工科高等学校 学校運営協

議会（定時制部会）』の会長、副会長が決まりましたので実施要項に委員の方のお名前を入

れ、確定をさせていただきます。 

３ 自己紹介 

４ 分掌等、学校の現状(教務・生活指導・進路・保健) 

  昨年度（令和５年度）総括を踏まえて報告 

  （事務局）教務部 

  ・令和５年度の生徒の変動についての説明、令和６年度新入学生（編転入学生含む）の人数報

告。本年度の学級数は、１年が２クラス、２～４年が各１クラスの計５クラスで運営してい

る。 

  ・従来の働きながら学ぶ生徒は少なくなり、中学校等で不登校を経験している生徒が多くなっ

ている。 

  ・小さい学校（少人数の意）としての柔軟性を生かし、中学生が定時制、通信制の学校を選択

できるようにアピールしていきたい。 

  ・現３年生の入学年度より、新学習指導要領が施行され、観点別学習状況の評価（３観点）と

なり、知識・技能中心（定期考査重視）の評価ではなくなってきており、各教科の授業にお

いても、興味・関心を引く授業展開を行ってきている。 

  （事務局）生活指導部 

  ・昨年度より喫煙に関す指導を強化したことにより、懲戒件数が令和５年度は若干増えている。

また、道路交通法に抵触するような行為もあり、この点でも増加となっている。 

  ・現在の学校の様子は、本年度、新入生が増えてちょっと落ち着きがない状態です。 

  （事務局）進路指導部 

  ・昨年度の進路実績は、学校斡旋での就職３名、職業訓練校２名、地方公務員技術職１名、進

学は４名であった。 

  ・就職指導、進学指導ともに年間を通じて計画的に取り組んでいる。 

  ・最近の傾向であるが、工業科目を選択する生徒が少なくなってきている。 

  ・学校としては、１年生から生活のリズムを作るためにアルバイトをすることを推奨している。 

  ・本年４月から各方面、働き方改革等の影響で、外部機関を利用しての進路ガイダンス等が実



施しにくい状態になっている。その影響がどのように出てくるか心配である。 

  （事務局）保健部 

  ・昨年度の定期健康診断の実施状況について報告。 

  ・本年、６月初旬に校内で新型コロナウイルス感染症の流行があり、学級閉鎖も行った。 

  ・例年同様、７月に性教育講習会を実施します。 

  ・保健室来室について、保健的対応の側面だけでなく、来室生徒からいろいろな生活上のいろ

いろな話が聞ける側面があり、そのことがきっかけとなり教員間で対応できることがある。 

  （委員より）（各部からの報告について） 

  ・調理実習は行っているのか。センターでは調理等の時間を増やす取り組みを行っている。日

常生活にあることを経験することでいろいろな発達に良い影響を与えると思う。 

  ・経験の格差が子供たちの発達に影響があると思う。 

  （事務局より） 

  ・昨年度より調理実習は行っている。 

  ・調理実習を行う上で、保健部としてアレルギー等のチェック、情報共有を行った対応をして

いる。 

  （委員より） 

  ・停学指導について、令和４年以前と比べて指導件数はどうなっているか。 

  （事務局より） 

  ・令和２年から令和４年にかけては０件であった。 

  ・近年、モラル、マナーを守れない生徒が増加している。そういった点から令和５年度は指導

件数が増加したと考えられる。 

  （委員より） 

  ・特別な配慮が必要な生徒はいるか。 

  （事務局より） 

  ・現時点で本校では特別な配慮を要する生徒はいない。 

  ・外国にルーツのある生徒の在籍も０である。 

  ・本校周辺には多数の日本語学校があり、昼間に学校に通い、夜間に仕事を行うといった生活

の傾向が学校周辺ではあるのではないかと想像される。 

・・・・・・・以上の内容が終了後、授業見学を行う・・・・・・・ 

 ５ 学校経営計画について 

  （准校長） 

・令和５年度学校経営計画の評価について、資料を基に説明。 

  ・令和６年度学校経営計画について、新規項目について説明。 

  ・中期的目標の『基礎学力の定着』において、『ICTに関する教員研修を年１回以上実施する。』

を追加。 

  ・中期的目標の『自尊感情の向上』において、『清掃ボランティアを年２回実施する。』を追

加。この取り組みについては、従来、夏休み前、に１回、冬休み前に１回、それぞれ行って

いたものである。 

  ・中期的目標の『生徒支援と校内外の安全体制の確立』において、『出身中学校訪問』と『近

隣中学校31校を訪問する』を追加。 

  （委員より） 

  ・授業見学を行った際に、ICT機器を活用している授業を見学したが、その時の音声が少し聞

き取りにくく感じたので、もう少し聞き取りやすくできれば良いのではないか。 



  （事務局より） 

  ・見学いただいた授業での音声は、プロジェクタ本体からの出力であったと思う。昨年度、音

声が聞き取りやすくできるように授業で活用できるスピーカーを購入している。今後、校内

の研修で機器の活用方法も伝えていくようにする。 

  （委員より） 

  ・女子生徒が増えていることについての女子生徒に対してのケアはどうしているのか。 

  （事務局より） 

  ・現実的に新たな取り組みはできていない。 

  ・新年度になり、体育館１階の女子更衣室の扉を開ける時に、廊下から中の様子が見えるので

目隠し用の衝立を更衣室内に立てることは行ったが、それ以外は行っていない。 

  （委員より） 

  ・生徒が変化していることを大人（教員）が意識した取り組みをしてください。 

  （委員より） 

  ・学校経営計画の『めざす学校像』に『すこやかにきびしく』とあるが、どういう意味なのか。 

  （事務局より） 

  ・『すこやか』は『健康である』を意味し、『きびしく』は『生徒自身が自分に厳しく律する』

ことを意味している。よって『生徒自身が健康であり、自らに厳しく律する』となる。 

 

６ 教科書選定について 

   （事務局） 

・令和６年度使用教科書を参考に各教科で令和７年度使用教科書の検討を行っている。定時制

は令和７年度が新カリキュラム完成年度になる。 

 

７ その他 

   （准校長） 

   ・本校科学部（春日丘高校・定、大手前高校・定の合同部活動）の取り組みをモチーフにした

『宙（そら）わたる教室』がNHKでドラマ化されます。『宙（そら）わたる教室』は第70回

「青少年読書感想文全国コンクール」課題図書・高等学校の部にも選出されています。 

 （事務局） 

今後の予定連絡 

  

 ８ 授業参観 

  （委員より）授業見学についての感想 

  ・こじんまりとしていて良かった。 

  ・10年前に見学を行った際は、授業を真剣に聞いている生徒が少なかったが、真剣に授業に取

り組んでいる生徒が多かった。 

  ・小規模で穏やかに授業が行われていた。 

  ・授業がアットホーム雰囲気であり、それが故に授業に集中できているのかな。 

  ・先生がフレンドリーで、生徒が笑顔で授業を受けていたのが良かった。 

  ・多数の学校を見学しているが、見学をされると先生が緊張して、そのことが生徒に伝播する

場面を見てきたが、本校の先生方は、見学をされても緊張せずに授業を行っていて、良い雰

囲気の授業づくりをしていた。 

９ 閉会のあいさつ（准校長） 


